
UMITO 相談・通報ホットライン 
 

2026.8.7 最終更新 

1. 目的 
当社は、「ウミとヒトの関係を、ポジティブにつなぎ直す」というパーパスのもと、事業活動の透明性と
健全性を大切にします。本ホットラインは、当社の事業活動および組織運営に関する苦情・相談・通
報を受け付け、問題を早期に把握し、必要な是正・救済および再発防止につなげるために設置する
ものです。 

2. 対象者 

本ホットラインは、当社の役員、正社員および業務委託メンバー（以下、これらをまとめて「メンバー」
といいます）のほか、お取引先、顧客、地域住民、パートナー団体など、当社の事業活動や組織運営
に関係するすべてのステークホルダーが利用できます。実名・匿名のいずれでも相談・通報を受け
付けます。 

3. 対象となる事項 

当社の事業活動、組織運営、プロジェクト、取引または協働に関連する、以下のような事項を対象と
します。当社のメンバーによる行為だけでなく、当社の事業やプロジェクトに関連するクライアント、取
引先、パートナーその他の関係者による行為についても相談・通報できます。 

●​ 法令・社内規程・ポリシーへの違反： 法令、定款、社内規程、「UMITO エシカルポリシー」その
他当社が定める方針に違反する行為、またはその疑い。 

●​ 人権・労働・環境上の問題： 人権侵害、差別・ハラスメント、不当な労働慣行、環境への不適
切な影響その他、人権、労働または環境に関する問題。 

●​ 不公正な事業活動その他の倫理上の問題：贈収賄、利益相反、不当な要求、不公正な取引、
情報の不適切な取扱いその他、当社の事業活動や「UMITO エシカルポリシー」の趣旨に反す
る行為。 

 
相談・通報の対象に該当するか分からない場合も、相談することができます。 
 

4. 対応の流れ 
相談・通報を受け付けた場合、内容や影響の大きさ等に応じて、以下の手順で対応します。事案の
内容、複雑さ、必要な調査の範囲等によって対応に時間を要する場合があります。その場合は、必
要に応じて進捗状況をお伝えします。 
 



ステップ 内容 目標期限
（目安）  

ステップ 1：​
受理確認 

相談・通報の内容を確認し、原則として3営業日以内に受け付
けたことをご連絡します。 

匿名で連絡先がない場合など、連絡ができない場合を除きま
す。 

3営業日以
内 

ステップ 2：事
実確認 

相談・通報の内容に応じて、利益相反のない担当者を定め、関
連する資料や記録の確認、関係者への聞き取りその他必要な
方法により事実関係を確認します。 

専門的な判断が必要な場合は、法務、人権、労務、環境その
他の外部専門家から助言を得たり、調査への協力を求めたり
することがあります。 

事実確認に一定の時間を要する場合は、原則として1か月以内
を目安に、確認の進捗または今後の対応予定をお伝えします。 

1ヶ月以内 

ステップ 3：対
応の検討・実
施 

確認された事実や影響を踏まえ、必要に応じて関係者との対
話を行い、是正・救済および再発防止に向けた対応を検討・実
施します。 

当社のクライアント、取引先、パートナーその他の関係者に問
題が確認された場合は、当社との関係性や問題の内容・深刻
度等を踏まえ、必要な対話、改善の働きかけその他の対応を
検討します。 

3ヶ月以内 

ステップ 4：結
果の共有 

対応方針または対応結果が決定した後、相談・通報者に共有
できる範囲で、確認結果および対応内容をお伝えします。 

十分な事実確認ができなかった場合や、追加の対応を行わな
いと判断した場合についても、可能な範囲でその理由を説明し
ます。 

決定後速
やかに 

 

5. 安心してお話しいただくために 
●​ 不利益な取扱い・報復の禁止： 

 
相談・通報した方および事実確認に協力した方に対し、それを理由とする不利益な
取扱いや報復を行いません。 
 

●​ プライバシーと秘密保持： 



 
相談・通報者および関係者のプライバシーに十分配慮し、取得した情報は事実確認
および対応のために必要な範囲で取り扱います。調査・対応上必要な場合は、関係
者や外部専門家と必要な情報を共有することがありますが、必要な範囲を超えて第
三者に開示しません。ただし、法令に基づく場合その他正当な理由がある場合を除
きます。 
 

●​ 匿名での相談・通報： 
 
匿名でも利用できます。ただし、匿名の場合や提供された情報が限られている場合
は、十分な事実確認が難しい、または対応結果をお伝えできないことがあります。 
 

●​ 事実確認が難しい場合： 
 
提供された情報だけでは合理的な事実確認が難しい場合は、可能な範囲で追加情
報をお願いすることがあります。十分な確認ができない場合は、調査を終了すること
があります。相談・通報の内容が結果的に事実と確認できなかったことのみを理由
に、不利益な取扱いを行うことはありません。故意に虚偽の情報が提供されたことが
確認された場合は、対応を終了することがあります。 
 

●​ 公益通報への対応： 
 
相談・通報が公益通報者保護法その他の法令の対象となる場合は、法令に従って
適切に取り扱います。 

 

6. 運用・管理 
本ホットラインは、コーポレート責任者が管理し、相談・通報の内容に応じて適切な担当者が対応し
ます。 
 
相談・通報の対象者と、受付、事実確認、判断または対応を行う者との間に利益相反のおそれがあ
る場合は、当該者をその案件の対応から除外し、利益相反のない者を指定します。必要に応じて、
外部専門家に事実確認や対応を委ねます。 
 
相談・通報については、受付日、内容、対応状況、対応結果等を必要な範囲で記録・管理します。少
なくとも年1回、受付件数や対応状況等を集計・確認し、本ホットラインの運用および当社の事業・組
織運営の改善に反映します。 
 

7. 受付窓口 
●​ メール 

○​ UMITO 相談・通報ホットライン専用窓口 
hotline@umitopartners.com  

●​ 郵送 
○​ 〒103-0024 東京都中央区日本橋小舟町14-7  SOIL Nihonbashi 2F 



株式会社UMITO Partners  
UMITO 相談・通報ホットライン担当 宛 
 
※封筒に「親展」とご記載ください。担当者のみが開封し、内容を確認いたします。 
 
※窓口担当者自身が相談・通報の対象であるなど、通常の窓口を利用することに懸
念がある場合は、封筒に対応を希望する者（例：「代表取締役 親展」）を明記して郵
送することもできます。 
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